
 
 
 
 
 
 
 

 
令和６年度のスタート 

～輝く未来へ 地域の心に残る学校作りを推進します。～ 
校長 德茂 亜希子  

 
４月、春爛漫です。暖かな日差しを受け、校庭では多くの花々が咲き、子供たちの入学・

進級をお祝いしているかのようです。令和６年度は５名の新入生を迎え、合計４４名の児童
達でスタートしました。 

今年度末、この自然豊かで温かな両神小学校は閉校を迎えます。その閉校を、保護者、地
域の方々とともに輝く未来として受け止られ、さらにいつまでも心に残る学校となるよう、
職員一同、『チーム両神小』として全力を尽くしていきます。是非、本校の教育活動への益々
のご理解、ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

春は多くの出会いの季節です。子供たちにとっても新しい学年、担任、教育活動に出会う
ワクワク感、期待感の膨らむ大切な季節です。このような子供たちの前向きな気持ちをさら
に一人一人の成長につなげていけるよう、よさを認め伸ばす教育を推進していきます。 

本年度の学校経営の基本理念は以下の通りです。輝く未来に向かって子ども達が胸を張っ
て前進できるよう教育活動を行っていきます。 

 
 
 
 
 

 
 

また本年度も学校経営の重点の一つとして、『時を守り、場を清め、礼をただす』を徹底
していきます。４月の生活目標は『学校生活のきまりを守ろう』です。希望に胸膨らむス
タートだからこそ、地に足をつけしっかりと学校でのルールを徹底していくことが大切で
す。まずは教職員が率先垂範で『元気なあいさつ、返事』を徹底していきます。子供たち
が学校だけでなく、地域・家庭でも相手に心の伝わる元気なあいさつ、返事ができるよう
ご協力をお願いいたします。 

さて、令和６年度の最初の出会いはどうだったでしょうか。始業式や入学式での様々な出
会いについて、是非、ご家庭でも話題にしていただければと思います。 

この一年が素晴らしい『かがやく未来』へ繋がるよう、保護者の皆様との連携を大切にし
ていきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 
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【基本理念】 
チーム両神小の総力で かがやく未来へ 地域の心に残る学校づくりを推進する。  
1. 一人一人のよさを認め、伸ばす教育を推進する。～愛情あふれる学校 
2. 家庭や地域との連携を大切にし、心に残る、明るい未来に繋がる閉校行事を推進す

る。～地域の心に残る学校 
3. 自ら考え、主体的に行動できる人づくりを推進する。～地域人材を育てる学校 
4. 元気な先生方が笑顔で働く職場作りを推進する。～先生方が元気に働ける学校 
 


